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　目的　老人性痴呆症は脳血管性痴呆とアルツハイマー病に大別され、我が国では前者が

多く発症し、老人性痴呆症の防止に脳血管疾患の予防が重要である。魚類の摂取頻度が高

い場合に脳血管疾患の発症率が低く、魚に多く含まれているn-3系脂肪酸の投与によって

痴呆症状が改善されることが報告されている。そこで、高齢健常者の加齢による血清中脂

肪酸組成の変動を測定し、健常者と痴呆症患者の血清中脂肪酸組成を比較検討した。

　方法　50歳から89 歳の健常者154名（男性77名、女性77名）と57歳から94歳の脳

血管性痴呆症患者40 名（男性15名、女性25名）の早朝空腹時血清を試料とした。血清

中脂肪酸はガスクロマトグラフィーにより定量した。

　結果　健常者の男性では加齢に伴ってn-6系脂肪酸とn-3系脂肪酸の減少、特にエイコ

サペンタエン酸（ＥＰＡ）とドコサヘキサエン酸（DHA）の減少傾向が認められた。女性で

は両脂肪酸の加齢による差はみられなかった。n-3系とn-6系脂肪酸の比（n-3／n-6比）

は男性では加齢と共に減少がみられたが、女性よりも高い傾向がみられた。健常者と比較

して痴呆症患者ではn-3系脂肪酸、特にEPAが低かった。n-6系脂肪酸も痴呆症患者で低

かったが、AAは健常者よりも高かった。n-3系とn-6系脂肪酸の比（n-3／n-6比）は健常

者と同程度であったが、EPAとＡＡの比（ＥＰＡ／ＡＡ比）は痴呆症患者で低かった。

　これらの結果は、AAの摂取を減らしてEPAの摂取を増やし、それらの比（ＥＰＡ/ＡＡ比）

を増加させるように栄養指導をすることが、高齢者の脳血管性痴呆症の発症予防に役立つ

ことを示唆している。

2S-14(P) マウスのコレステa―ル負荷実験によるドナリエラ9-cis型及び

咄tran応β一カロテンの血漿コレステロール低下作用
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目的　近年、食生活の欧米化に伴い、高脂血症が増加している。この高脂血症は動脈硬化
性疾患の発症の重要な一因となっている。特に、高コレステロール血症は高率に動脈硬化

を発症することが知られており、動脈硬化発症の予防には高脂血症の治療が不可欠である。
我々は。先の報告でドナリエラパウダーが脂質、特にＬＤＬを低下させることを報告した。
本報告ではドナリエラβ－カロテンを9-cis型及びail-trans型の異性体に分けて、これら
の異性体の脂質低下作用をマウスのコレステロール負荷試験にて検討した。

方法　５週令雄ddy系マウスを一群6匹として- 1)ドナリエラパウダーより抽出したβカロ

テン{9-cis : all-trans= 1:1 )lmg/kg群2)9-cis:all-traas ＝1:I 5mg/kg群3)9-

CIS rich Img/kg群4)9-cis rich 5mg/kg群5)all-traas rich lmg/kg群6)aU-trans
rich 1rag/kg群7)1%コレステロール食群8)コントロール群(MF飼料)の８群にわけ、

12日間試料を経口投与した。血液及び肝臓を採取し。総コレステ□ ―ル. HDL-コレステ
ローlﾚ、トリグリセライドを測定し、血漿LDL濃度を算出した。またリボ蛋白についても
検討した。

結果　7)1％コレステロール食群に対し. 総コレステa ―ルは6)群を除いて全群. HDLは
6)群のみ、トリグリセライドは1)4)6)群が最も低下していた。以上の結果より、ドナリエ

ラβ一カロテンは両異性体ともＬＤＬを抑制させるが、その効果は9-CIS : all-crans- 1:1
の異性体比が最も有効と思われた。
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